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【研究テーマ】【研究テーマ】【研究テーマ】【研究テーマ】 

1. ルミネセンスを利用する有機分析試薬の開発と生体試料分析への応用 

2. キャピラリー電気クロマトグラフィーを利用する超迅速分離分析技術の開発 

3. 環境汚染物質の計測と汚染評価に関する研究 

4. 生体の酸化ストレス評価法に関する研究 
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